
大型使用過程車からのVOC排出に関する調査

調査車両：
21 17 ṇ ṕ Ṗ 22

SCRḲ11 ṕAṌJ,HV-AṖḭHC-SCRḲ4 ṕKṌM,HV-BṖḭSCR ︡Ḳ7 ṕNṌR,HV-C,HV-DṖ

測定モード：
ḱ ṇ ḭ ṇ ṇ

JE05 ṇ ṕ 27.3km/h Ṗ
ḱ ṇ ṇ

No.2ṕ 8.4km/h ṖḭNo.5ṕ 18.0km/h ṖḭNo.8ṕ 28.6km/h Ṗḭ No.10 ṕ
44.4km/h Ṗ
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測定方法① 炭化水素

ṇ ︡ 1L ṇ

GC-FID/MS 59

ṇ

LC-MS 16

図2 法定モードでのコールドスタート、ホットスタートのVOC排出量およびその差分

図3 法定モードでのコールドスタート、ホットスタートのオゾン生成能およびその差分

コールドスタート時には、アルデヒド、アルケン等の
オゾン生成能が高い成分群が多く排出される。

図4 法定モード走行時の排出ガス温度、
THC濃度およびCO濃度の一例

排出ガス温度は試験終盤まで、THC濃度と
CO濃度は試験中盤までコールドスタートと
ホットスタートの差があった。

VOC排出量は、No.2 ＞No.5 ＞No.8 ＞No.10 で、平均車速が
低いモードほど多くなっている。
VOC成分の排出割合は、同じ車両ならば走行モードを変えて
もほぼ一定である。

東京都実走行パターン走行時のVOC排出量 法定モード走行時のVOC排出量

法定モード走行時のオゾン生成能

図1 東京都実走行パターン走行時のVOC排出量（ホットスタート）

測定方法② アルデヒド類およびアセトン

尿素SCR

HC-SCR

SCRなし

B 8 ḭD 4

B 8 ḭD 4

B 8 ḭD 4
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